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令
和
３
年
６
月
24
日
（
木
）
当
セ
ン
タ
ー

を
始
め
、
全
国
の
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供

施
設
が
加
盟
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
議
会

主
催
の
２
０
２
１
年
度
全
国
聴
覚
障
害
者

情
報
提
供
施
設
協
議
会
総
会
お
よ
び
第
17

回
全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
大
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
北
九
州
に
て
開
催
の
予
定
が
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止
と

な
り
、
今
年
度
は
高
知
県
に
お
い
て
な
ん

と
か
対
面
に
よ
る
開
催
を
検
討
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
見
送
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

協
議
会
の
会
員
施
設
は
昨
年
度
に
新
た
に

北
海
道
が
加
わ
り
全
国
の
都
府
県
、
政
令
指

定
都
市
で
53
施
設
と
な
り
、
賛
助
会
員
を
含

め
１
２
８
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
形
式
で
執
り
行
わ

れ
、
午
前
中
に
施
設
大
会
が
行
わ
れ
、
厚

生
労
働
省 

社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉

部 

企
画
課 

自
立
支
援
振
興
室 
室
長
補
佐

の
今
井 

貴
士
氏
よ
り
「
聴
覚
障
害
者
情
報

提
供
施
設
が
今
後
担
う
べ
き
役
割
・
期
待
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
、
聴
覚
障
害
者

情
報
提
供
施
設
を
取
り
巻
く
法
制
や
事
業

の
概
要
と
新
た
に
始
ま
っ
た
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
や
難
聴
児
の
早
期
発
見
・
早
期

療
育
推
進
の
た
め
の
基
本
方
針
作
成
に
関

す
る
検
討
会
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
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情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会 

委
員
長
の
中
西
久
美
子
氏
よ
り
「
運
動
の
方

向
性
と
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
に
対
す

る
期
待
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
、
今
後

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
を
含
め
専
門
性
の
高
い
ス
キ

ル
を
持
つ
人
材
の
確
保
や
社
会
を
変
え
て
い

く
た
め
の
関
係
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
総
会
で
は
、
審
議
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
事
前
に
総
会
議
案
の
説

明
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
限
定
公
開
し
、

各
参
加
施
設
が
視
聴
し
た
上
で
議
案
に
臨

む
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
案

並
び
に
令
和
３
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
案
、
役
員
改
選
案
に
つ
い
て
、
審
議
、

採
択
が
執
り
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
議
事

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選

で
は
３
名
の
理
事
が
交
代
し
、
全
国
６
ブ

ロ
ッ
ク
あ
る
内
の
当
セ
ン
タ
ー
が
含
ま
れ

る
近
畿
東
海
の
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
と

し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
中
西
久
美

子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　

総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
は
、
三
役

の
交
代
が
あ
り
、
新
理
事
長
に
当
セ
ン
タ
ー

副
所
長
の
中
西
久
美
子
氏
が
就
任
、
副
理

事
長
に
は
香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
の
太
田
氏
、
そ
し
て
事
務
局
長

特
定
非
営
利
活
動
法
人

特
定
非
営
利
活
動
法
人  

全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
議
会

全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
議
会

２
０
２
１
年
度
総
会
お
よ
び
第

２
０
２
１
年
度
総
会
お
よ
び
第
1717
回
施
設
大
会

回
施
設
大
会

に
大
阪
ろ
う
あ
会
館
の
井
澤
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
所
長
小
竹
は
引

き
続
き
協
議
会
の
理
事
（
聴
覚
障
害
者
の

情
報
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
専
門
委
員
会
か

ら
の
選
出
）
と
し
て
協
議
会
の
運
営
に
携

わ
り
ま
す
。

　

ま
た
役
員
の
改
選
に
合
わ
せ
て
、
組
織

の
見
直
し
の
案
が
提
出
さ
れ
、
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
や
遠
隔
手
話
通
訳
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
つ
い
て
検
討
や
整
理
を
行
う
Ｉ
Ｃ

Ｔ
専
門
部
会
と
難
聴
者
の
支
援
を
含
め
た

相
談
専
門
部
会
を
新
た
に
設
置
し
、
時
代

の
変
化
と
共
に
、
従
来
の
業
務
範
囲
や
仕

組
み
、
個
別
の
情
報
提
供
だ
け
で
は
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
新
た
な
課
題
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

役
割
を
担
っ
て
き
た
従
来
の
２
つ
の
専
門

委
員
会
（
聴
覚
障
害
者
の
情
報
メ
デ
ィ
ア

に
関
す
る
専
門
委
員
会
、
意
思
疎
通
支
援

事
業
に
関
す
る
専
門
委
員
会
）
に
つ
い
て

は
、
全
国
に
情
報
提
供
施
設
が
設
置
さ
れ

た
の
を
受
け
て
、
専
門
委
員
（
専
門
部
会

員
も
含
む
）
の
選
出
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

行
う
こ
と
と
し
、
研
修
会
の
開
催
を
中
心

と
す
る
作
業
委
員
会
と
し
て
役
割
を
中
心

と
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と
で
活
発
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。
滋
賀
県
で
は
、
ま
ん
延
防

止
重
点
措
置
（
８
／
８
～
８
／
26
）
に
続
き
、

緊
急
事
態
宣
言
（
８
／
27
～
９
／
30
）
が

発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

効
果
的
な
治
療
薬
が
い
ま
だ
開
発
中
の

中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
的
な
対
策
と

し
て
全
世
界
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
滋

賀
県
で
も
、
２
０
２
１
年
４
月
以
降
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
順
次
市
町
村
に
お

い
て
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

医
療
従
事
者
等
の
優
先
的
な
接
種
や
職

域
接
種
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
町

に
設
置
さ
れ
た
専
任
手
話
通
訳
者
等
の
優

先
接
種
は
全
国
的
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

滋
賀
県
に
お
い
て
も
一
部
の
市
で
実
施
は

み
ら
れ
た
も
の
の
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
滋
賀
県
広
域
ワ
ク
チ
ン

接
種
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
「
障
害
児
者

を
支
援
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
」
も
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
（
７
／
２
通
達
）
。
滋

賀
県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
っ

そ
く
２
０
８
名
の
登
録
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
者
に
通
知
を
し
、
希
望
者
に
従
事
者

証
明
を
発
行
を
す
る
と
と
も
に
、
接
種
の

予
約
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
す
で
に
接
種

が
終
了
し
て
い
る
方
も
あ
り
、
希
望
者
は

10
名
ほ
ど
と
少
数
で
し
た
が
、
安
心
し
て

通
訳
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助

と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
接
種
率
は
58
・
7
％
（
９
／
29

現
在
必
要
回
数
の
終
了
率
）
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
は
今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
最
前
線
で
意
思
疎
通
支
援

を
担
う
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

　

９
月
９
日
、

セ
ン
タ
ー
職
員

の
内
、
８
名
で

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
学

習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
研
修

や
会
議
が
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
行
わ
れ

る
機
会
が
増
え
て
き
た
こ
と
、
ま
た
通

訳
派
遣
場
所
に
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
場
面
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
通
訳
派
遣
担
当
者
を
中

心
に
学
習
し
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
講
師
は
Ｉ
Ｔ
相
談

担
当
が
行
い
、
基
本
的
な
使
い
方
や
、

招
待
さ
れ
た
側
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
会

　

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
に

　

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
に

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
応
援

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
応
援

　ＺＯＯＭをやってみよう！　ＺＯＯＭをやってみよう！～職員で学習会開催～～職員で学習会開催～

な
議
論
が
な
か
な
か
出
来
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
必

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
全
聴

情
協
お
よ
び
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
等
に
お
い

て
も
活
用
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
講
演
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
専
門

性
の
高
い
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
確
保
に
務

め
、
全
聴
情
協
や
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

を
行
い
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
出
来
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

小
竹)

議
開
催
者
（
ホ
ス

ト
）
の
画
面
の
違

い
、
機
能
の
違
い

な
ど
、
実
際
に
パ

ソ
コ
ン
を
操
作
し

な
が
ら
学
習
し
ま

し
た
。
様
々
な
場

面
を
想
定
し
、
ど

の
機
能
を
使
え
ば
効
果
的
に
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
か
、
疑

問
も
次
々
出
て
、
意
見
交
換
も

で
き
ま
し
た
。
今
回
だ
け
で
な

く
今
後
も
学
習
を
積
み
重
ね
、

知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
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パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
登
録
者
研
修
会
を

６
月
13
日
に
開
催
し
、
12
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
で
の
ル
ー
ル
を
統

一
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
は

５
年
ぶ
り
で
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

５
年
の
間
に
は
テ
キ
ス
ト
の
内
容
変
更

も
あ
り
、
新
た
に
ル
ー
ル
化
が
必
要
な
項

目
が
発
生
し
た
た
め
、
そ
の
内
容
の
周
知

も
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ル
ー
ル
に
縛

ら
れ
す
ぎ
ず
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と

も
必
要
で
、
あ
く
ま
で
も
利
用
者
に
伝
わ

る
こ
と
が
重
要
と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し

た
。
常
に
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
判
断

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

要
約
筆
記
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
要
約
筆

記
活
動
の
休
止
か
ら
活
動
再
開
を
さ
れ
る

方
を
は
じ
め
、
登
録
歴
の
浅
い
方
な
ど
要

約
筆
記
を
練
習
し
た
い
方
が
自
由
に
参
加

で
き
る
学
習
の
場
で
す
。
今
年
６
月
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
は
、
現
場
に
て
必
要
と
な
る
ス
キ

ル
習
得
を
中
心
に
進
め
て
お
り
、
今
後
は

前
ロ
ー
ル
の
加
工
方
法
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
定
な
ど
の
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

休
止
か
ら
活
動
再
開
を
す
る
に
あ
た
り
、

不
安
や
心
配
は
あ
り
ま
す
。
経
験
の
少
な

い
要
約
筆
記
者
や
試
験
合
格
か
ら
日
の
浅

い
要
約
筆
記
者
は
、
よ
り
不
安
も
大
き
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

学
習
を
通
し
て
得
ら
れ
た
自
ら
の
気
づ

き
や
仲
間
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
自
信
を

つ
け
、
継
続
し
て
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
滋
賀
県
よ
り
「
聴

覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業
」
の
委
託
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
日

曜
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

滋
賀
県
内
の
聴
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
日

常
生
活
に
必
要
な
知
識
や
情
報
な
ど
を
学

ぶ
教
室
で
す
。

　

今
回
は
、
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
65
才
か
ら
使
え
る
こ
の
サ
ー

ビ
ス
。
今
の
ま
ま
10
年
後
も
健
康
で
い
ら

れ
る
の
が
一
番
で
す
が
、
将
来
、
も
し
か

し
た
ら
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
を
知

り
、
将
来
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
： 

２
０
２
１
年
11
月
７
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
： 

滋
賀
県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

内
容
： 

「
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
っ
て
？
」

　
　
　
　

～
ほ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
よ
う
～

　

講
師
： 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

　
　
　
　

け
や
き
の
杜
施
設
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

居　
　

眞　

氏
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記

パ
ソ
コ
ン
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約
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記

登
録
者
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会
を
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催

登
録
者
研
修
会
を
開
催

要
約
筆
記
ト
レ
ー
ニ
ン

要
約
筆
記
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
催
し
て
い
ま
す

グ
を
開
催
し
て
い
ま
す

新任研修を受けて

　６月８日から７月１８日まで、９回にわたっ

て、新任職員研修を受けました。研修では、社

会福祉法人について、障害者支援法他障害者に

関わる法律、当法人の沿革、事業内容、聴覚障

害者運動の歴史とあゆみなどの座学から、びわ

こ・湖北みみの里での実習に加えて、第一、第

二なかよし作業所と盲ろう友の会の三施設の見

学もさせていただきました。

　私は、聴覚障害だけではなく障害福祉につい

ても、全く知識はありませんでしたが、研修を

とおして、聴覚障害者福祉法人で働くにあたっ

ての知識をまだまだ浅いものですが、得ること

が出来た有意義な研修でした。研修実習させて

いただいたご縁で、月に一回、なかよし作業所

ポモナ工房のおいしいパンを配達していただい

ております。第二水曜日が待ち遠しい日々です。

また、同期のお二人との合同研修は、私にとっ

て、心強いものでした。その後の業務において

も、同期の存在は、励みになっております。

　今後も、本研修での学びや気づきを忘れずに、

当法人の職員として、また人として成長してい

きたいと思います。　　　　　　　　(宇田 )

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

き
こ
え
な
い
人
、
き
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の

き
こ
え
な
い
人
、
き
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の

暮
ら
し
の
情
報
講
座　

暮
ら
し
の
情
報
講
座　
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タツノオトシゴ

　家の近所で大掛かりな工事が始まった。大きな作業車がいろいろやってくる。今までの私なら、そんなに興味

を持たなかっただろう。ところが、工事現場の作業車が大好きな我が子は、見かけるたびに大喜び。その喜ぶ姿

が見たくて、工事現場や車両を探すようになっていたが作業している車両を見ていると、これがなかなか面白い。

　ショベルカーが土を掘ったり、固めたり、なんてことない作業だが、１つ１つの動きを見ていると大きな機械で、

実に細やかだと思う。じっくり見なければ気づかなかっただろう。図書館で作業車の絵本を借りてくると種類が

たくさんあることに驚いた。知るということは楽しい。工事はしばらく続きそうだ。おかげでちょっぴり作業車

に詳しくなれそうである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(O・M)

　　

　　

　 手話通訳者養成講座の開催状況

　コロナウィルス感染拡大による当センター事

業への影響が出ています。手話通訳者養成講座

では、通訳Ⅰ草津コース（土曜日の午後）と、

通訳ⅡⅢの草津コース（火曜日夜間）・東近江

コース（火曜日夜間）を開講してきましたが、

緊急事態宣言後に通訳ⅡⅢ東近江コース会場の

使用が午後８時までとなりました（講座は午後

７時から９時まで）。通訳ⅡⅢの受講生は今年

度の手話通訳者全国統一試験（１２月実施予定）

を受験するため、試験までに講座を終える必要

があります。そのため、急遽、東近江コースの

カリキュラムを変更し、当センターを利用して

土曜日の午後に２講座（１講座２時間）ずつ実

施することとなりました。

　また、通訳ⅡⅢではより実践的な学習を目的

にした観察実習があり、県内の手話通訳付きの

行事（会議や講演会など）へ受講生が出向き、

手話通訳者の動きなどを観察して学びます。し

かし、緊急事態宣言を受け、県内の行事が次々

と開催中止になったことに伴い、観察実習の現

場も激減しました。

　このように、通訳ⅡⅢの受講生、特に東近江

コースの受講生や担当講師には会場や開催日時

が大幅に変更したことで大きな負担をお掛けす

ることになりました。　　　

　受講生が県域に点在していることや、会場の

問題、受講生の感染不安等を考えた時にオンラ

イン受講という方法もありますが、残念ながら

まだその体制が整っておらず、今後の喫緊の課

題となっています。

要約筆記者養成講座　

～手書きコース修了～　

　8月 31日、要約筆記者養成講座手書きコース

が修了しました。約 1年前、コロナ禍のなか、

ひと月遅れで開講し、感染防止対策を取りつつ

進んできました。

　閉講式では戸知谷副所長より10名に修了証が

手渡されました。「音を知っている中途失聴者が

どのような心情なのか想像し、彼らの気持ちを

考えてみて。まずは寄り添う姿勢から」との言

葉がかけられました。

　マスク必須の生活のなか、聴覚障害者の不便

は多岐にわたります。学んだ知識・技術を活か

しつつ、「寄り添うことのできる要約筆記者」を

目指して欲しいと思います。今後は来年2月実

施予定の全国統一試験合格に向け、対策講習会

で学習を続けます。




